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られます。その中には3月補正予算

で計上された事業で未執行になって

いるものもあります。それらの事業

については、予算計上するにあたっ

て、きめ細かさに欠けているもので

はないかお伺いします。

Ａ　産業振興課　
　議員が言われましたように、来年

度は予算編成から執行まできめ細か

く対応していきます。

【道路維持事業】
Ｑ　秋鹿議員
　道路維持事業から、その他町道整

備事業への予算流用を行っている

が、流用は容易にできるものなのか。

Ａ　都市建設課　
　予算流用は事業完成に必要な予算

が不足した場合に行うもので、内容

につきましては、町長、財政部局と

十分相談し決定するものです。

【航空機離発着特例分配金】
Ｑ　秋鹿議員
　航空機離発着特例分配金の当初予

算額に対し、決算が大幅に増額して

います。要因は何か。

Ａ　空港・地域振興室　
　予算は最小限の予測で例年250万

円の歳入を予算化しています。平成

29年度の特例分配金の対象となった

のは98件であり、特例分配金全体の

6分の1を分配金として受けておりま

す。

民生文教常任委員会
【自立支援医療費給付事業等】
Ｑ　鈴木唯夫議員　
　自立支援医療費給付事業の目的

と、生活保護者が年々増えているが

何人くらいが自立しているのか。

Ａ　福祉課
　自立支援医療費給付事業は障害者

(児)が対象で、更生医療・育成医療・

療養介護医療の3つがあり、障害を

持った方への医療費の自己負担を軽

減する目的の事業となります。また、

生活保護者については、自立したい

と考えている方はいるが、病気の方

や高齢者で無年金の方も増えてきて

おり、自立に向けられていない方が

いるのが現状です。

【療養給付費等交付金】
Ｑ　川島仁議員　
　療養給付費等交付金が減額となっ

た要因は

Ａ　住民課　
　療養給費等交付金は退職者の医療

費に対する交付金で、退職者医療制

度は、社会保険に加入されていた方

が医療の必要性が高くなる退職後に

国保に加入することで、国保の医療

負担を抑制するための制度です。平

成26年度末に65歳未満であった方が

現在加入されており、65歳で一般被

保険者となりますので、毎年該当者

は減っております。平成28年度末で

161名、平成29年度末で69名で、92

名の減となったことが要因です。

【ジェネリック薬品】
Ｑ　森川忠議員
　ジェネリック薬品の普及率は

Ａ　住民課
　69.4％で、現在は今年度当初に設

定した目標の71％を上回っておりま

す。国では平成32年9月までにシェ

ア80％の目標設定しており当町でも

ＰＲし努力していきます。

【東陽病院内科医】
Ｑ　森川忠議員
　東陽病院の内科医の確保が急務で

あるが

Ａ　東陽病院　
　例年、陳情に伺っている県や千葉

大への医師派遣要望は継続していま

す。千葉大自体が内科医不足で派遣

は困難です。自治医大派遣部署の健

康福祉部には陳情予定です。

【学力向上推進指定校】
Ｑ　森川忠議員
　学力向上推進指定校の2校はどの

ようなものか。また500千円の事業

費の使途は。

Ａ　教育課　
　町教育員会が、町内の小中学校を

2校ずつ3年間指定しています。平成

29年度は上堺小と東陽小で、教材の

購入や公開研究会資料の印刷などに

使用しました。

【東陽病院のリハビリ】
Ｑ　庄内議員
　リハビリテーション科の患者数と

現状は

Ａ　東陽病院　
　入院患者の増加により、入院患者、

特に地域包括ケア病床入院患者への

リハビリ数が増えている関係で、外

来患者のリハビリは予約制をとって

いることから、入院リハビリの影響

により以前より減っている状況にあ

ります。

【後期高齢者医療費】
Ｑ　庄内議員　
　後期の人間ドックは、平成28年度

と比較して増えているか。

Ａ　住民課
　平成25年度から後期の人間ドック

助成を行っており、平成28年度は34

名、平成29年度は62名となっており

急に増えております。この理由とし

ては、国保加入時に人間ドックを受

けていた方が、75歳となり後期へ移

行してからも引き続き人間ドックを

受けていることが考えられます。

【奨学資金事業】
Ｑ　山﨑義貞議員　
　奨学資金事業で高校生1名、大学

生12名とあるが、奨学金の申し込み

が少ないのではないか。周知方法は

どのようにしているのか。

Ａ　教育課
　貸付型の奨学金については、通年

で町ホームページに掲載し、卒業時

期に合わせて広報にも掲載していま

す。給付型については、広報掲載と

中学３年生全員にチラシを配布する

ことにしました。平成29年度は、給

付型の初年度ということもあり、周

知が十分ではありませんでした。
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総務経済常任委員会
【海抜標示板取替工事】
Ｑ　八角議員
　海抜標示板取替工事は、看板が壊

れたのか、海抜の高さが変わったも

のか。

Ａ　環境防災課　
　海抜標示板取替工事は、町内169

か所の電柱に貼り付けており、古く

なったため取替えました。なお、こ

の設置箇所のほとんどは上堺・白浜

地区になりますが、その他の地区に

ある指定避難所にも設置されており

ます。

【新年度に向けて】
Ｑ　山﨑貞一議員
　平成29年度決算の課題を踏まえ、

新年度予算にどのように反映させて

いくのか。

Ａ　企画財政課
　平成32年を目標に公共施設の個別

施設計画を策定するため、今年度か

ら取り組んでいます。毎年度4億円

程度の繰越金が出ており、その一部

を財政調整基金として積立てていま

したが、公共施設等総合管理計画に

基づいて適正な時期に修繕等を行う

ため公共施設総合管理基金に積みな

がら、壊れてからの修繕ではなく長

寿命化としての修繕を進めていく考

えです。財政調整基金は標準財政規

模の概ね3割程度を目標として、20

億円程度を維持していくよう努めて

いきます。

【環境美化推進事業】
Ｑ　野村議員　
　環境美化推進事業で、16.2％の執

行残があり、一日清掃時の収集量が

少なく委託費が安価であったためと

あるが、事業内容は。

Ａ　環境防災課
　一日清掃収集物の処理について

は、予算計上時、数年の平均＋αで

見込んでおり、平成29年度において

は、春の収集物は少なく、冬は多く

平均した場合、例年より少ない状況

でした。北清水地先に集積される地

区からの植物廃材が少なかったこと

も要因の一つかと思います。

【結婚生活支援事業】
Ｑ　川島富士子議員　
　結婚新生活支援事業、若者の出会

い創出事業の内容は。

Ａ　企画財政課　
　結婚新生活支援事業は、対象者満

40歳未満、夫婦世帯の所得が340万

円未満などで、引っ越し費用などの

実費負担分として、１世帯当たり24

万円を補助額とし、3組に交付しま

した。若者の出会い創出事業は、12

月に結婚支援者向けセミナーを開催

し9名の参加、1月に縁結びバスツ

アーとしてドイツ村へ行き37名の

参加、3月に栗山川カヌー＆バーベ

キューを開催し8名の参加がありま

した。

【固定資産税等】
Ｑ　齋藤議員　
　将来空港関連の交付金を活用し

て、町独自で固定資産税及び町民税

等減額や免税にすることは可能です

か。町の権限はどこまでありますか。

Ａ　税務課　
　条例で定めれば可能です。かつて

横芝町では固定資産税の減免を行っ

ておりましたが、固定資産評価基準

に適合しないなどの指導が県よりあ

り、減免を取りやめ補助金に切り替

えた経緯がございます。しかし、地

方税法上は災害など特殊事情がある

場合、条例を定め減免が可能となり

ますが、騒音等が税を減免する特殊

事情にあたるかが問題で、補助金対

応の方がベターと思われます。

【道路維持管理等】
Ｑ　鈴木和彦議員
　町道Ⅰ－22号線、通称スクールラ

インでパイプラインが破裂している

が、その管理について説明願います。

Ａ　都市建設課　
　パイプラインは、大利根土地改良

区の財産であり、歩道の中を通って

いますが、道路の管理としては都市

建設課となります。

Ｑ　鈴木和彦議員　
　破裂した時の費用はどうなってい

るか

Ａ　都市建設課　
　大利根土地改良区で、全額負担し

ております。

【予算編成】
Ｑ　宮薗議員　
　産業振興課の決算の中で、執行率

が15％以上の事業がいくつか見受け

平成29年度決算
各種会計を『徹底検証』
　平成29年度決算調査は９月５日と６日の２日間、各常任委員会に分かれて開催され、様々な
分野の決算を徹底調査し、これからの行政運営を執行するうえで、貴重な討論が交わされました。


